
8月 5日（第一日曜日）：
小原本陣の森/森林整備、担い手育成、技術向上。
　　　持続的森林経営：弁当持参。参加費：４００円
8月19日（第三日曜日）：
若柳・嵐山の森/里山交流、多様な森林活動。
　　　主食・自分のお椀・箸・飲料水は持参。参加費：４００円
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NPO法人
緑のダム北相模

［巻頭言］ 「もったいない」の捉え方
森羅万象に対して尊敬・感謝
をする

　ノーベル平和賞を受賞したケニア出
身の「ワンガリ―マータイさん」が
2005年に来日した。その年、イオン環
境財団の支援を受けていた当会は、
マータイさんの話を直接、聞く機会を
得た。話の主題は、グリーンキャンぺー
ンであったが基本思想は、「もったい
ない＝環境３Ｒ＋Respect」で、
Reduce、Reuse、Recycle」と言う事
に「自然に対する畏敬」を加え端的な
言葉で伝えんとしたものであった。
　今の時代の「勿体ない」とは何か違
うニュアンスを感じたから、辞書でその

語源を引いてみたら「散る桜の花びら
にまで命が宿る」と森羅万象に対して
尊敬・感謝をすると言う日本の民族信
仰である古神道に源流があると解説さ
れている。マータイさんが日本古神道
を知っている訳はないが、生命を生か
してくれるモノを簡単に捨てることはい
けない。経済大国・日本人がモノを簡
単に捨てる行為に対して、そんなこと
ではいけないと言う警告の意味が含ま
れているのでないか。
　これまでは、「捨て間伐」と言って
植えて育てた木なのに、良い木を求めて
間引き伐採・森の中に捨て置いてしま
う。搬出費が材価に見合わないから
だ。3.11大震災・原発事故以降、自然
エネルギーの見直しが強く主張される

ようになったが、今年から発効の「森
林再生プラン」では、間伐材・搬出費
用を補填すると言う政策を出した。搬
出後の対策は、自助努力を求めてい
る。傍観しては先に進めない。当会で
は，丸茂・淵上会員が、地域材を使っ
て室内内装材に取り組んで施主さんか
ら大変喜ばれた。国際建築家展に出品
した「GentleTreeベンチ」を相模原市
役所(正面玄関)に寄付する。津久井材は
品質が悪いと言う風評被害他施策でも
ある。他に冷暖房ハウス栽培や小規模
木質バイオマス発電など会員数名が、
取組意欲を燃やしている。

石村　黄仁（本会、代表理事）
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[定例活動]小原本陣の森

7月1日（第一日曜日）

　この日の小原での定例活動は、私
たちForestNova☆から新入生がた
くさん参加し、朝の電車内から既
に、活気に溢れていました。しか
し、あいにくの雨の予報とのこと
で、初めて森林整備をする人にとっ
ては、少し厳しい環境になってしま
いました。
　 いざ、拠点に着くと、まだ小粒の
雨は降っていたものの、上空を生い
茂る杉・檜の葉が活動の妨げになら
ない程度に、雨をしのいでくれてい
ました。木々が持つ様々な機能の中
に、こんな効果も含まれているので
は、と感じました。
始めに、朝の体操をした後、緑のダ
ムの川田さんから現在整備中の径路
の説明をしていただきました。長い
あいだ作業をしてきたこの径路も、
年内には完成するとのことです。ま
た、初めて整備をする人にとって
は、作業に入る前の打ち合わせの重
要性を意識することができました。
小雨が降る中、山に足を踏み入れて
いくと、道々に生えている植物の草
丈が、先月よりも大分伸び、緑が豊
かな素晴らしい風景が見られまし
た。ただ、闇雲に前に進むのではな
く、四季折々の植物が持つ様々な表
情、そんな微妙な変化を感じ取りな
がら、同じ志を持つ仲間と山へ足を
踏み入れる、改めて素敵な活動だと

噛み締めています。
　 そんな仲間と造ってきた径路も、
自分たちが初めて整備に関わったと
きと比べると、ずいぶん長い道のり
になり、当日の作業場所までたどり
着くのにも、大粒の汗をかきながら
登っていきました。しかし、不快な
気持ちは微塵もなく、むしろ、ここ
までよくできあがったな、と感慨深
い気持ちになりました。
　 この日は、前記の通り、初めて参
加 す る 人 が 多 か っ た の で 、
ForestNova☆の上級生が一年生に
説明しながらの作業を行いました。
この説明も、決して上級生一人一人
が学んだことだけではなく、緑のダ
ム の 方 々 は も ち ろ ん 、
ForestNova☆の卒業生、定例活動
に関わったたくさんの方々に教わっ
たことを、私たちの後輩へと引き継
いでいく、という気持ちで行いまし
た。また、外から入ってきた知識
を、自分たちの口から人に伝えるこ
とで、さらに知識が定着していきま
した。こういったふうに、ただ、漫
然と作業をするのではなく、ひとつ
ひとつの施業の意味を考え、それを
人に伝えることで、改めてもりづく
りの大切さを実感できました。
　 施業自体は、欠頂木等を間伐し、
それを径路にしていく作業を行いま
した。木という資源を無駄にしない
で、余すことなく利用するというこ
とに、新入生も感心していました。
施業が終わった後は、今回の施業の
振り返りを行いました。こうして、
活動で習ったことを復習し、次回の

活動をよりよいものにしていくこと
が、私達が森林整備に関わる上で、
一番大切なことだと考えています。
参加人数が増えても、これからも変
わりなく、良い森をつくるために全
身全霊を込めて、作業をしていきた
いと思います。

淺野　雅樹（Forest Nova）

[定例活動]相模湖嵐山の森

7月15日（第三日曜日）

「時間・空間・広がる森を守る活
動」

　 夏を彩る森入り口・お花ガーデ
ン。薔薇・桔梗・その中で一際映え
る真紅のグラジオラス。花は、夏の
太陽に負けぬ輝き。

　 今日も森で少年・青年・壮年・熟
年の意欲的活動が始まる。宮村教諭
指導の、杉並区立高井戸中・地球環
境部の部員21名＋相模原市の麻布大
学を核とする学生・ForestNova＋
そのOBOG、壮年・熟年20名。計
62名。

　 濃緑の森の中、若者たちのカラフ
ルな作業着が眩しい！。今日は、社
会人になって巣立って行った
ForestNova OB、OG（和歌山県、
三重県、岐阜県、インドネシア）
等、遠方より駆けつけての参加が特
別に嬉しい。彼らは、斉藤・緑のダ
ム体験学校長の要請を受けて「カブ
ト虫牧場の天地返し作業」に挑
戦！。猛烈な悪臭を「これぞ、自然
の香り！（滝沢）」。「心地よい汗
（大塚潤子）」。「岐阜で毎日、緑
のダム活動をやってます（斉藤俊
一）」。「毎日、期待、プレッ
シャーとの格闘です（二藤）」。
「インドネシアで森と格闘していま
す（中司）」。

NPO法人緑のダム北相模　midorinodam.jp



NPO法人緑のダム北相模　midorinodam.jp

　 消防士になった吾郷ＯＢは、命を
懸ける現場で学んだ技術を後輩たち
に伝授した。即ち，「掛かり木（隣
の木に引っ掻かった木）」が、死に
直結する怖さであることを直伝し
た。
　 初参加と言えども、世界を股にか
けて活動する「ＮＰＯ法人・地球と
未来環境基金」の美濃部さんの話
は、迫力があった。緑のダムが何を
考えているかを見に来たそうだ。彼
が連れてきた水上ＯＢも麻布大出だ
そうだ。この森に学生が入って６

年、ＯＢと現役学生が繋がって、時
間・空間が生きている。緑のダム会
員が共有する熱い想いが、中・高・
大・壮年・熟年を繋いでいる。終礼
の時に、天竜の金原治山治水財団に

身を投じた斉藤俊一さんは、「この
森で学んだ事が、私を生かしてくれ
ています」と言った。 

伊藤小夜子（本会、会員）

[報告１]
湘南の森活動報告

6月23日
　この日も前回と同様、定例作業組
と樹木調査組に別れて作業を実施し
ました。
　２０日の夜中に通過した台風４号
で、浅間山横のサクラの大木が半分
倒壊、中央地域のサクラが一本倒壊
などの被害が生じましたが、これら
は私たちの手に負え ないと判断し
て、市役所に報告することにしまし
た。 （後日、市役所より早速処理を
したとの連絡がありま した。）

樹木調査は中央地域に移りました
が、相変わらず、無理して植えたに
違いないソメイヨシノの衰えぶりが 
目立ちます。地図上に描いてみる
と、これらは一定の間隔で植えられ
たことが明白に読みとられ、花見の
名所を目指したのは分るのですが、
他の大木たちとの光の取り合いのラ
イバル関係を考慮しなかったため
に、殆どの木が細く高く育ってしま
い、モヤシのような弱々しい現状と
なったと推定されるのです。
　

佐藤　憲隆（湘南の森）

[報告２]
ForestNova活動報告

　今回の嵐山・定例活動は梅雨の
曇り空をも感じさせない盛り上が
りとなりました。
Forest Nova☆からは新一年生７
名、他団体２４名を含む総勢３９
名が活動に参加しました。そし
て、主に普段イベントなどでお世
話になっているけれど、嵐山に来
たことがない学生や、活動に興味
があるけれど実際に嵐山に来たこ
とがない学生に「森について知っ
て欲しい」「森に関心を持って行
動してもらいたい」という思いか
ら、嵐山で林内探索と活動体験を
行いました。
　林内探索、活動体験は午前と午
後で約２０人ずつに班を分けて行
いました。林内探索は緑のダム北
相模の内野さん、川田さんに案内
をお願いしました。



嵐山の動植物についてや世界の熱
帯林や日本の森のお話、森の持つ
様々な
機能に
ついて
教えて
頂きな
がら嵐
山を歩
きまし
た。私
は、森
の持つ
「数値
では測
れない機能」のお話を聞いて、改
めて森が大好きになりました。そ
して、普段私たちは森や自然から
沢山の恩恵を受けて生きているん
だという事を実感しました。
　活動体験は、B地点（Forest 
Nova☆の森）での径路づくり班と
午前は製材班、午後は木工班に分
かれて行いました。径路づくり
は、実際にB地点の中を歩き今ある
径路を確認しつつ、径路が分かり
にくくなっている所は径路が明確
になるよう作業を行いました。杭
を打つ作業は径路づくり班全員に
体験してもらいました。そして同
時にB地点の森の説明や人工林、間
伐の話などもしながら森の事を
知ってもらいました。また、自分
が所属している環境団体の悩みな
ども参加者と森の中で語り合い有
意義な時を過ごせました。午前の
製材では木の時計の製材をチェー
ンソーを使って行いました。午後
の木工では鳥の巣箱づくりを行
い、新たに４つの巣箱が完成しま
した。
　お昼には、森林インストラク
ターの方の草笛講習会もありまし
た。そこでは実際に草笛を吹いた
り、歌を歌ったりと嵐山で活動し
ている全員で一丸となれた気がし
て、私はとても感動しました。

　今回の活動は、雨の心配もあり
ましたが嵐山に他団体から２４名

もの方が参加
してくださり
とても嬉し
かったです。
大人数で活動
することは、
時に危険を伴
う事もありま
すが、これか
らも多くの方
に嵐山に来て
欲しいと思い
ます。内野さ

ん、川田さんありがとうございま
した。そして、嵐山に来て下さっ
た皆様ありがとうございました。
これからもよろしくお願いしま
す。

吉崎　香代（Forest Nova）

[報告３]
もり・みず市民事業支援補
助金　採択
　
　神奈川県の「水源環境保全・再
生」を目的とした活動に財政的な支
援をする「もり・みず市民事業支援
補助金」の募集があり、「市民事業
高度化支援部門」に事業計画書を提
出しました。間伐材利活用のため
に、伐採・搬出・製材・加工・販売
の仕組みをつくり、地域材を流通さ
せ経済性を創出し、森林地域と都市
をつなぐことが事業目的です。
　緑のダムの15年間の実績を継続す
るために、具体的には間伐材を内装
材として施工する。デザインコンペ
の入賞作品などを製品化する。ベン
チをキット化して流通ルートを確立
する。年間を通して津久井郡森林組
合や加工業者など関連会社と連携を
取り合い、販売ルートを確立したい
と考えています。

　この目的のために、「さがみ湖　
森・モノづくり研究所」を開所し、
緑のダムと連携をして間伐材利活用
事業を進めていく所存です。
　ご意見・ご要望などありましたら
ぜひお聞かせください。

丸茂　喬（本会、理事）

[報告４]
「林業生産技術、林業経
営、林産業のサプライ
チェーン」東京大酒井教授
講義

7月17日

　東京大学ファカルテイハウス講義
室に、政令都市・相模原市の「さが
みはら森林ビジョン」具現化に取り
組んでみようと言う「民＋産＋官＋
学＋森林組合」の各ジャンルの人々
３５名が集まった。東京大学大学院
農学部・生命科学研究科森林利用学
研究室の酒井秀夫教授にご指導願っ
た。以下、要約。

「森林・林業の取り組みの仕方は千
差万別だが、林業人たるもの先ず、
自然ありきで、自然に謙虚で、よく
観察し自然に生かされている事を肝
に銘ずる事が前提です。その上で、
準備があって生産して、輸送して、
販売する。入り口があって出口があ
る。
　長期・中期・短期計画を夫々の役
割分担が効果的・有機的に繋がって
いなければ、成果に結びつかない。
これを結びつけるコーデイネーター
が必要です。下図に林業・林産業の
サプライチェーンの在り方を掲げる
が、この図を参考に地域特性に合わ
せて検討して貰えば参考になるので
はないか。

NPO法人緑のダム北相模　midorinodam.jp



[報告５]
宇宙と森のコラボレー
ション
「はやぶさ」講演会

7月10日
本会の活動する相模原市に

は、JAXA相模原キャンパスがあ
り、小惑星イトカワからサンプル
を持ち帰った工学実験機「はやぶ
さ」はあまりにも有名です。そこ
で、同じ相模原市という縁でこの
はやぶさを本会の積み木で作るこ
とにしました。今回は杉並区立高
井戸中学校にJAXAからイオンエ
ンジンの開発、運用に携わった細
田さんに来ていただき、はやぶさ
のお話をしていただきました。在
校生、卒業生、保護者、本会関係
者４０名近くが集まりました。イ
オンエンジンという非化学的な推

進方法の原理やメリットなどをお
話ししていただいても面白かった
のですが、対象が中学生というこ
とをよく理解していただいていた
のか、宇宙のはじまりのことや電
波や光のこと、打ち上げや運用の
裏話など、１時間があっという間
の講演で、中学生たちが食いるよ
うに聞いているのが印象的でし
た。また、はやぶさだけでなく、
打ち上げに使用したロケットも
作ってはどうかと提案してもら
い、ロケット制作専用チームを作
り、試作をはじめています。頭部

にはレゴのはやぶさが入るという
ギミック付です。もちろん、はや
ぶさも、本体や上部のアンテナ、
イオンエンジンなど特徴的なパー
ツはできつつあり、あとは細かい
センサーをどこまで再現できるか
に挑戦しています。実は、最も肝
心なサンプル回収カプセルにかな
り苦戦しており、中学生の創意工
夫に期待している所です。完成し
た積み木のはやぶさは９月の相模
原市環境まつりで公開予定です。

宮村　連理（本会、理事）

NPO法人緑のダム北相模　midorinodam.jp

　林業は生産者と消費者が連携し
て文化を高める。「山の肥料は人
の足跡」と言う言葉があるが成る
べく多くの人が関わって行くこと
が健全な森林つくりとなります。

酒井先生の著書「実践経営を拓
く　林業生産技術ゼミナール 伐
出・路網からサプライチェーンま
で」（全林協）を読んでみまし
た。森林のあるべき姿をべースに

極めて分かり指導書です。読まれ
んことをお勧めします。

石村　黄仁（本会、代表理事）

総 合 計 画

　生産計画（伐区、団地）　　・乾燥プログラム

　生産設備割当　　　　　　　・在庫管理　　　

原料管理
準備計画

　土場設計 ・ 管理

　素材生産計画

生産 出 荷調 整

　品等別品質　　　　　　　　 　輪送計画

　乾燥工程　　　
　仕上げ

需要計画

　市場予測

・　設備配置

　営業所

　顧客管理

　為替、補助制度

素材生産

生産管理

　供給選別
　乾燥
　在庫管理

輪送管理

受注
　

　輸送実行
　オンライン受注
　在庫管理

長　期

中　期

短　期

現　場

丸太在庫 日産量

ネットワークデザイン
需要予測販売目標

戦 略 計 画

　 　森林所有者把握　　　　　　　 　生産能力　　　　　　　　　 　土場の配置　　　　　　　
　 　森林所有者との契約　　　 　 　設備配置計画　　　　　　 　輪送体制　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　生産目標
　サービス水準目標
　価格設定
　顧客契約

入口 出口

コーディネート



[事務局からの
お知らせ、お願い]

コカコーラ環境教育賞最終
選考へノミネート

　 先日、本会と杉並区立高井戸中学
校で応募しました同賞ですが、全国
で最終の１０団体（小中学校活動表
彰部門）まで残り、８月３日から北
海道夕張町で行われる最終選考会に
参加します。生徒は５分間の発表で
すが、自動で切り替わるプレゼン
テーションに台詞を合わせる練習を
重ねています。結果は来月号でご報
告します。

本ニュースレターの発行を
メールにてお知らせいたし
ます

　 毎月１日発行の本会ニュースレ
ターですが、Webで読まれている方
も多いことから、発行前後に事務局
のメールアドレスから、みなさまに
発行、主な記事の内容をお知らせす
るメールを送らせていただきます。　
　 現在、事務局内PCのアドレスを整
理し、順次登録させていただきま
す。メールが必要な方、また、不必
要な方は下記の事務局メールアドレ
スまで、ご一報ください。

参加にあたって：
初参加者は、9時15分までに
JR相模湖駅前集合してくださ
い。服装、持ち物については、
汚れても良い服装、着替え、滑
らない靴　成るべく皮製手袋、
万一の怪我に備えて保険証、飲
料水、主食；自分の食器(お
椀・お箸)

危機管理・救急対応：
危険管理・救急体制・森林ボラ
ンテイア保険の準備の他、会と
して可能な限りの体制を敷いて
いますが「怪我・事故は、自己
責任」です。

NPO法人
緑のダム北相模

急がず、無理せず、楽しく、休まず、
ボチボチと・・。
そして、沢山の参加で森は、良くなる。
（台風の日は勉強会開催。１３年間、
一日も休まず“継続は力”。）
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会員コーナー
　本会のNPO法人登録10周年を記念して会員のコーナーを開設しました。
　皆さんの自由なご意見やご提案をお願いいたします。下記の専用メールア
ドレスか、事務局FAXまでご連絡ください。また、こちらのコーナーへの投
稿や写真の提供もお待ちしております。

　9月より新年度を迎えます。新規会員募集と継続会員募集を開始します。
　お振込みは極力ゆうちょ銀行をお願いいたします。

世田谷郵便局　（記号）10000-（番号）65791651

　通帳からですと振り込み手数料が掛かりません。
　領収書はゆうちょ銀行等の発行する領収書をご利用下さい。
　また、新規入会の方は、住所、電話番号を事務局にお知らせください。

http://www.midorinodam.jp
http://www.midorinodam.jp

